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研究成果の概要：医療を定常的に提供するサプライチェーンとして大学附属病院の機能を捉え、

教育・研究機能も包含した運営実態・運営論理のモニタリング法として(1)タイムスタディを基

盤とする病院内業務把握法、(2)保健医療情報データベースを基盤とする地域社会における医療

貢献把握法を研究した。(1)では On-Demand 連続タイムスタディ法、看護・医療需要に基づく調

査票法、動画差分処理によるビデオモニタリング法、ビジネスモデリング法およびそれと時間

情報を組み合わせたタイムプロセススタディ法を開発した。(2)では患者動態モデル、地域医療

需要把握・予測モデル、医療提供力モニタリングモデルを開発した。 

 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 7,000,000 2,100,000 9,100,000 

2007 年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

2008 年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000 

年度  

  年度  

総 計 14,500,000 4,350,000 18,850,000 

 

 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：社会・安全システム科学、社会システム工学・安全システム 
キーワード：①大学附属病院 ②タイムスタディ ③サプライチェーン ④ビジネスモデル  

⑤病院運営モニタリング ⑥患者動態モデル ⑦タイムプロセススタディ 
⑧動画像差分処理 

 
１．研究開始当初の背景 
(1) 医療サプライチェーン再構築の時代 
  2003 年から試行が始まった DPC に加え、医
師の新研修制度による大学附属病院におけ
る臨床医師教育の危機や 7対 1看護体制を目
指した看護師大量採用による看護師研修変
革の必要性など、本研究計画を立案した 2005
年から 2006 年にかけて、大学医学部および
附属病院の教育・運営論理は根本的に問われ
ることとなった。 

(2)運営実態・運営論理の定量的なモニタリ
ングおよび予測の必要性：病院内および地
域社会における機能評価の必要性 
大学附属病院の運営評価は院内業務とと

もに地域社会における医療貢献からも検討
する必要がある。タイムスタディによる病院
業務把握とともに医療情報部データベース
に加え地域がん登録など他データベースと
の連携による地域における医療実態把握が
重要であり、方法論開発が必要であった。 
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２．研究の目的 
 保健医療提供の恒常性は社会システムの

基盤といえる。研究者らは、以前より大学附
属病院における教育・研究機能の重要性を指
摘し、それらを考慮した医療評価法の検討を
進めてきた。 

本研究では、大学附属病院の機能を「医療」
を定常的に提供するサプライチェーンとし
て捉え、運営実態・論理の定量的モニタリン
グ法を病院内業務および地域における医療
貢献の観点から検討する。 
 
３．研究の方法 
(1)タイムスタディを基盤とする病院内業務

把握 
① 入院患者の看護必要度・医療依存度を基

にした調査票による把握法 
研究者らは下記式による看護師業務時間

把握モデルを提案している。 
 
 
 
 
 
 
 
 

本モデルと本モデル構築にて検討した看
護・医療需要度および看護必要度からなる調
査票を用い、病棟看護業務実態把握を試みた。
対象は地域中核病院の６病棟（トライアル）
および全病棟とした。 
② 動画像差分処理によるビデオモニタリン

グ法 
家庭用ビデオカメラを用い以下の動画像

の差分処理により移動量を算出し、繁忙状況
の検出を行った。ナースステーションに模し
た看護実習室調査（トライアル）とナースス
テーションに３台のビデオカメラを設置し
た 24 時間調査とを行った。 

 
移動量の算出は上記の式に拠った。 
③ ビジネスモデルおよびタイムプロセスス
タディ 
病院業務においては段取りやスケジュー

ルも重要であり、一ヶ月ごとにまとめて処理
したり空き時間に少しずつ行うなどの業務
も多い。それらの業務把握は従来のタイムス
タディでは難しく、ビジネスモデルたとえば
Unified Modeling Language (UML)などで業
務を明示化する方法が有効である。本研究で
は、さらに時間情報を調査・加味したタイム
プロセススタディを考案し、院内がん登録処
理分析に適用し有効性を検討した。 

 
(2) 保健医療情報データベースを基盤とす
る地域社会における医療貢献把握法 

① 大学附属病院外来受診者の動向分析 
1996 年から 2008 年まで、各年の６月、10

月の２ヶ月間に A大学附属病院を受診した外
来患者を対象とし、経年変化および受診者年
齢の変動について検討し今後の需要予測を
行った。また選定療養費（紹介無で外来を受
診した場合に払ういわゆる初診料）が 2006
年 4月より従来 2625 円から約２倍の 5250 円
に値上げされた前後の外来受診者特性の変
化を検討した。 
② 地域医療圏、地域医療実態分析 
地域がん登録はがん罹患の計測および予

log( / 300 ) 1.653 0.704 0.312

2.695 1.945 1.207

1.814 1.044

A B C
ij j ij ij ij

A B C
ij ij ij

A B
ij ij

y y N N N

D D D

E E

β− = + + −

+ + +

+ +

               

　　　　       

3.834j j iju eβ = − + + 0 0[ ]~ (0,0.674),[ ]~ (0,0.794)j iju N e N
ここで、i は観察機会、ｊは患者、N は深夜勤務
帯、D は日勤帯、E は準夜勤帯、上付き文字は看
護度、ｙは看護業務提供時間、u は患者によるば
らつき、e は偶然によるばらつきを示す。 



後把握の基礎資料である。大阪府がん登録デ
ータをもとにがん医療圏、患者居住区別予後
と治療機関住所別予後の比較、稀少がんであ
る小児がん治療の集中化状況の検討を行っ
た。さらに放射線治療施設データベース（日
本放射線腫瘍学会調査）と組合わせることに
より大学病院の地域医療レベルへの貢献を
乳がんについて検討した。 
 
４．主な研究成果 
(1)病院内業務把握法 
① 入院患者の看護必要度・医療依存度を基
にした調査票による把握法 

 調査票記入は病棟リーダまたは師長によ
り行われた。看護師個人には負担なく、病棟
医療業務への支障なく行うことができた。分
析の結果から、看護師のケアは急性期病棟で
は確かに医療措置支援が主であったが、高齢
患者や小児へは細やかな対応もなされてお
り、結果的に手間のかかる対応がとられてい
た。すなわち、短時間の説明を何度も行う、
３本以上の点滴はできるだけ行わないなど
記録的には軽症のような対応がとられてい
た。病棟および病院全体のケア提供把握には
有効であるが、調査集計だけでなく聞取り等
現場の状況把握と組合せることの重要性が
確認された。 
② ビデオモニタリング法 
 動画像差分処理によりほぼ自動的に繁忙
期の検出が可能なことが明らかとなった。た
だし、個人を特定した仕事量の検出、病棟全
体にわたる動作量検出は今後の課題である。 

 
③ ビジネスモデルおよびタイムプロセスス

タディ 
 Unified Modeling Language(UML)のユース
ケース図、クラス図、アクティビティ図によ
り業務を明示化した後、所要時間を聞取りま
たは選択的に測定する方法でタイムプロセ
ススタディを行った。現場の負担感はほとん
どなく、施設により異なる業務段取りが整理
され、時間比較可能な形でまとめられること
が明らかになった。 

 
 
登録業務は約 123 時間/月/人程度かかり、記
録記載状況により作業時間に差があり、熟練
者では 7-20 分/件、初心者では 20-40 分/件
と熟練度により 55-144時間の差がみられた。 
 
(2) 保健医療情報データベースを基盤とす
る定量的地域医療把握方法論 

① 大学附属病院外来受診者の動向分析 
 平均年齢は 1996 年から 2007 年まで毎年上
昇を続け、1996 年には 48.6 歳であったが
2008 年には 55.1 歳となり、一般の高齢化よ
り進んでいた。過去 10 年間の受診者数は 3.5
～3.9 万人/月で前後していたが 2006 年から
やや増加しており、今後５年間で 6万人程度
まで需要が増える可能性が見出された。実際
には外来診療設備や医師・看護師数などの制
限により現在の 1.5倍もの外来受診数になる
とは考え難いが、医療需要についてはなんら
かの早急な対応が必要であることが示唆さ
れた。 
 選定療養費値上げ前後の初診外来患者特
性の変動を調べた結果、値上げ以前より算定
患者数はほぼ同数で減少しており、紹介制度
の普及の影響と考えられた。ほとんどの診療
科で減少が見られたが、男性よりも女性 に影
響は少なかった。 

Fig.院内がん登録のユースケース図，アクティビティ図



 
 
② 地域医療圏、地域医療実態分析 
 手術と放射線治療を行った女性乳がん患
者の予後について検討した結果、大学附属病
院は地域において充実した放射線治療施設
マンパワーを備えていること、治療患者予後
も優れていることなどが明らかになった。 
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